
 

 

 

 

 

 

 

「力を出し切る」大切さ 
 

10 月６日（火）に、南っ子さわやかマラソンが行われました。この大会に向け

て、子どもたちは自分の目標を決め、体育の時間をはじめ、20 分休みなどに練習

を積み重ねてきました。  

 

当日は、低学年・中学年・高学年別に、友

達や教師、そして、保護者の皆様の応援を

受け、自分の新記録に挑戦する姿が見られ、

応援する方も力が入りました。  

 

練習の様子や本番の子どもたちの様子を見ていて、改めて「力を出し切る」こ

との大切さを実感しました。自分の目標に向けて力を出し切り、目標を達成でき

た場合は、自信につながります。そして、次の活動の新たなエネルギーとなりま

す。  

一方、力を出し切っても、目標を達成できない場合もあります。しかし、力を

出し惜しみして目標を達成できない場合とは異なり、なぜ目標が達成できなかっ

たか、その理由を考えることで、次の活動のヒントを得ることができます。力を

出し惜しみして目標を達成できない場合は、「言い訳」などのマイナスのエネルギ

ーしか生まれません。  

 

多くの子どもたちが力を出し切っ

た南っ子さわやかマラソンとなりま

した。  

今週末には、春に開催できなかっ

た南っ子チャレンジ（運動会）が予

定されています。コロナ禍の中、ソ

ーシャルディスタンスなど感染症対

策を取りながらの練習や本番となり

ます。限られた条件の中であるから

こそ、自分で考え工夫しながら自分

の力を出し切る子どもたちの姿を期

待しています。      
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＜距離＞ 低学年 約 920ｍ 

     中学年 約 1515ｍ 

     高学年 約 2255ｍ 

高学年男子のスタート  



このマーク、ご存じですか？  

          このマークは、「上越市教育の日」シンボルマークです。  

市民が日頃から教育について考え、積極的に参加するためのシ

ンボルとして、11 月 1 日を「上越市教育の日」とするととも

に、教育の日の趣旨にふさわしい活動を重点的に実施する期間

として、11 月を「上越市教育を考える市民の月間」として位

置付けられています。市民に広く周知・啓発し、教育に対する

市民の関心を高め、理解を深めることが目的です。  

11 月 7 日（土）に、「上越市教育コラボ 2020 学び愛フェ

スタ」が開催されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

５日（木）３年高田特別支援学校との交流会  

６日（金）就学時健康診断のため給食後 12 時 40 分下校 

９日（月）あいさつウィーク（～ 13 日） 

１０日（火）第８回全校学びタイム いじめ見逃しゼロスクール集会  

     ５年歯肉炎予防教室  

１１日（水）上越市学校教育研究会一斉研修のため給食後下校  

１３日（金）６限委員会活動 

   １６日（月）読書旬間（～27 日）  ３年校外学習（上越消防署）   

   １７日（火）第９回全校学びタイム  

１８日（水）６年修学旅行（～19 日）  

      １年親子活動（校内オリエンテーリング）  

２０日（金）１年ヤギのお別れ会  

２３日（月）勤労感謝の日 

２４日（火）家庭学習強調週間（～30 日） 

      第 10 回全校学びタイム  

２５日（水）城西中学校説明会  

２７日（金）全校算数テスト  ６限委員会活動 

３０日（月）全校漢字テスト  あいさつウィーク（～12 月４日） 

 

 

 

主な予定 


